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卒業生インタビュー

ＮＴＴドコモ部長  安部田 貞行さん
（1993年工学部卒業）

京セラ人材開発部  飯村 優生さん
（2020年外国語学部卒業）

在学生も元気です！

男声合唱団・合氣道部・E.S.S

阪大ニュースフラッシュ／同窓会ニュース
箕面新キャンパス誕生・北米同窓会を開催 等

初のオンライン開催！
「大阪大学ホームカミングウイーク2020
～大阪大学の集い＠オンライン～」

プチコラム

大阪大学の懐かしの学食を振り返る！
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道場に整列する部員たち

2020年1月の第67回定期演奏会

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
２
０
２
０
年
10
月
号
掲
載

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
２
０
２
０
年
７
月
号
掲
載

他大学のメンバーも加えて集合写真
＝2019年夏公演

在学生も元気です！
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の

在学生も元気です！記事を抜粋しました。

中国で講演するなど、国際的にも活躍＝2019年

チアリーダーとして野球部を応援

卒業生インタビュー
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の

卒業生インタビュー記事を抜粋しました。
記事の詳細
ぜひご覧ください

記事の詳細
ぜひご覧ください

「
大
学
で
読
ん
だ
論
文
な
ど
を
、

そ
の
ま
ま
社
会
で
生
か
せ
て
い
ま

す
」
と
い
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線

ア
ク
セ
ス
開
発
部
長
の
安
部
田
貞

行
さ
ん
は
、
93
年
工
学
部
卒
業
後

に
工
学
研
究
科
修
士
課
程
で
通
信

工
学
を
専
攻
し
、
97
年
博
士
（
工

学
）を
取
得
。次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
４
Ｇ
」
に
続
い
て
、「
５
Ｇ
」

商
用
化
に
も
業
界
の
一
線
で
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

森
永（
規
彦
）研
＝
現
三
瓶（
政

一
）
研
＝
で
、
当
時
か
ら
最
先
端

の
通
信
に
つ
い
て
学
び
、「
直
接
指

導
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
三
瓶

先
生
の
勧
め
で
国
際
会
議
に
数
回

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」。
97
年
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
移
動
通
信
網
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
）
に
入
社
、
2
0
0
3
年
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
ア
ク
セ
ス
開
発

部
の
担
当
課
長
と
な
り
、
以
来
ほ

ぼ
こ
の
道
一
筋
で
す
。

ま
た
本
学
で
も
10
年
か
ら
工
学

男
声
合
唱
団
は
、
創
立
約
70
年
の
歴
史
を
誇

り
、
関
西
の
大
学
で
の
「
男
声
」
は
貴
重
な
存

在
。学
生
主
体
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
年
連
続
、新

人
賞
を
受
賞
し
た
実
績
も
持
ち
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」
以
前
は
、
豊
中
で
の
３
時
間
の

通
常
練
習
、
福
井
で
の
５
日
間
の
夏
合
宿
な
ど

に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
と
の
合
同

練
習
会
は
「
50
〜
70
歳
代
と
い
う
父
、
祖
父
の

よ
う
な
年
齢
層
の
方
々
に
よ
る
指
導
が
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
親
し
く
交
わ
れ
る
こ
と

が
い
い
社
会
勉
強
に
な
る
」
そ
う
で
す
。

合
唱
の
魅
力
を
「
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
ピ
ー

ス
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

自
身
す
ら
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
す
」
と
語
り
、

定
期
演
奏
会
が
最
大
の
晴
れ
舞
台
と
な
り
ま
す
。

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
２
０
２
０
年
８
月
号
掲
載

厳
し
い
稽
古
と
心
身
の
鍛
錬
を
積
む
合
氣
道

部
は
、
部
員
の
大
半
が
大
学
入
学
後
に
初
め
て

道
着
に
袖
を
通
し
た
学
生
た
ち
。「
相
手
の
力
を

利
用
し
な
が
ら
で
な
い
と
技
は
決
ま
ら
な
い
」

と
い
う
奥
義
に
魅
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

新
入
生
勧
誘
で
は
凛
々
し
い
道
着
姿
で
「
危

険
な
競
技
で
は
な
く
、
わ
が
身
を
守
り
自
身
を

鍛
え
ら
れ
る
」
と
声
を
か
け
、
入
部
２
年
以
内

に
は
初
段
位
を
獲
得
で
き
る
域
に
育
て
ま
す
。

川
辺
茂
樹
師
範
、
藤
田
佳
久
コ
ー
チ
な
ど
の

本
格
的
指
導
で
技
も
磨
か
れ
ま
す
し
、
先
輩
た

ち
を
招
く
５
年
に
１
度
の
式
典
に
は
1
0
0
人

以
上
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。「
後
の
人
生

に
も
生
き
て
く
る
こ
の
精
神
を
、
後
輩
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
、
創
部
60
周
年
を
見
据
え

て
い
ま
す
。＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
２
０
２
０
年
９
月
号
掲
載

そ
う
そ
う
た
る
先
輩
を
輩
出
す
る
「E.S.S.

」

（English Speaking Society
）
は
、
広
い
視

野
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
も
つ
個
性
あ

ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
、
英
語
で
の
演
劇
や
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
楽
し
み
、
友
情
を
深
め
て
い
ま
す
。

【
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ー
デ
ィ
ベ
ー
ト
】【
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】【
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
デ
ィ
ベ
ー

ト
】【
ド
ラ
マ
】
の
４
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
興
味
を

持
っ
た
も
の
を
選
び
、
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。2
0
2
0

年
は
ド
ラ
マ
の
冬
公
演
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
オ
ン

ラ
イ
ン
大
会
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
な

が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

逆
境
の
中
「
英
語
力
向
上
と
と
も
に
、
全
国

の
仲
間
と
の
輪
も
広
げ
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

て
い
ま
す
。
＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
２
０
２
０
年
10
月
号
掲
載

昨
春
に
外
国
語
学
部
を
卒
業
し

た
飯
村
優
生
（
い
い
む
ら
ゆ
う
）

さ
ん
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
応
援
団
の
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
、
現
在
は
京

セ
ラ
人
材
開
発
部
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。「
応
援
団
で
多
方
面
の
学
生

や
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
っ
た
の

も
、
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
」

関
東
で
生
ま
れ
育
っ
た
飯
村
さ

ん
は
、「
国
連
集
計
で
国
民
の
幸
福

度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
高
い
」デ
ン
マ
ー

ク
を
学
び
の
言
語
に
選
び
ま
し
た
。

２
年
生
の
夏
と
、
３
年
生
冬
か
ら

４
年
生
春
ま
で
の
２
回
、
現
地
留

学
し
て
多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
、

会
話
能
力
も
磨
け
ま
し
た
。「
協
調

を
重
ん
じ
な
が
ら
も
自
分
の
主
張

を
き
ち
ん
と
発
言
す
る
」
姿
勢
も

吸
収
で
き
ま
し
た
。

学
業
の
一
方
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
躍
も
、
自
身
を
成
長

さ
せ
ま
し
た
。「
仲
間
と
笑
顔
を
た

研
究
科
・
電
気
系
４
学
科
の
特
別

講
義
講
師
を
務
め
て
、
通
信
工
学

に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
内
容
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に

は
「
阪
大
生
に
は
ガ
ッ
ツ
が
あ
る
。

国
際
舞
台
で
は
『
ず
う
ず
う
し
く

や
っ
て
い
た
ら
何
と
か
な
る
』
く

ら
い
の
気
持
ち
で
の
ぞ
ん
で
ほ
し

い
。
博
士
号
取
得
に
も
意
欲
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
ら
れ
ま
す
。

た
え
、
観
衆
に
元
気
に
な
っ
て
も

ら
え
る
」
本
来
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
と
も
に
、他
部
や
他
大
学
、地

域
の
方
々
な
ど
、
幅
広
い
皆
さ
ん

と
交
流
で
き
ま
し
た
。「
主
役
じ
ゃ

な
い
け
れ
ど
、
プ
レ
イ
す
る
選
手

を
支
え
ら
れ
る
」
姿
勢
も
、
社
会

で
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
総
合
大
学
で
あ
り
、緑
豊
か
な

豊
中
、
箕
面
、
吹
田
と
い
っ
た
地

域
と
密
接
に
関
わ
る
大
学
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
多
く
を
学
べ
ま
し
た
」

と
、
社
会
人
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
部
長　

安
部
田
貞
行
さ
ん
︵
1
9
9
3
年
工
学
部
卒
業
︶

京
セ
ラ
人
材
開
発
部　

飯
村
優
生
さ
ん
︵
2
0
2
0
年
外
国
語
学
部
卒
業
︶

「
ガ
ッ
ツ
あ
る
阪
大
生
」臆
せ
ず
国
際
舞
台
へ

ピ
ー
ス
合
わ
さ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

︱
70
年
の
歴
史「
男
声
合
唱
団
」

「
相
手
の
力
を
利
用
し
技
決
め
る
」

︱
精
神
育
み
合
う「
合
氣
道
部
」

広
い
視
野
と
創
造
的
な
思
考
力
を

︱
全
国
と
も
輪
「E.S.S.

」

多
く
学
び
、応
援
団
で
幅
広
く
触
れ
合
え

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail_news/alumni_interview
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail_news/circle-club
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歩
み
を
止
め
な
い
！ 

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

大
阪
大
学
の
旧
津
雲
台
宿
舎
の
跡
地
に
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
津
雲
台
」
と
し
て
、

国
際
学
生
寮
・
教
職
員
宿
舎
・
民
間
付
帯

施
設
を
建
設
し
、
2
0
2
0
年
10
月
に
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。学
寮
3
0
0
戸
、教

職
員
宿
舎
4
0
0
戸

の
計
7
0
0
戸
か
ら
な

り
、
国
立
大
学
法
人
に

お
け
る
国
際
学
生
寮
整

備
と
し
て
は
最
大
級
の

規
模
で
す
。

阪大ニュースフラッシュ

同窓会ニュース Alumni News

Osaka University  News Flash

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
津
雲
台 

完
成

北
米
同
窓
会
を
開
催

「
コ
ロ
ナ
新
時
代
」を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

2
0
2
0
年
11
月
13
日
（
日
本
時
間
11

月
14
日
）、2
0
2
0
年
度
北
米
同
窓
会
・

総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

飯
田
ク
ラ
イ
ン
安
紀
子
同
窓
会
会
長
か

ら
挨
拶
の
後
、
本
学
医
学
系
研
究
科
の
熊

ノ
郷
淳
教
授
と
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
不
動
産
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て

ご
活
躍
の
西
川
ノ
ー
マ
ン
裕
子
氏
（
大
阪

外
国
語
大
学
卒
業
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
後
は
、
北
米
同
窓
会
総
会
に
移
り
、

西
尾
総
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
河
原

理
事
・
副
学
長
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
田
谷
北
米
拠
点
長
に
よ
る
拠
点
活
動

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
窓
生
に
よ
る
米
国
で
の
活

動
報
告
やA

lum
ini M

eeting

等
を
行
い
、
参
加
者
同
士
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
米
、
カ

ナ
ダ
、
日
本
の
各
地
か
ら
74
名

の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

大
阪
大
学
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
8
月
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
マ
イ
ハ
ン
ダ
イ
ア
プ
リ
に
て
開
催

し
、「
学
部
紹
介
」「
模
擬
授
業
」「
研
究
紹

介
」「
現
役
学
生
や
卒
業
生
に
よ
る
学
生
生

活
紹
介
」
な
ど
多
種
多
様
な
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
の
司
馬
遼
太
郎
記
念
学
術

講
演
会
も
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、

小
説
家
の
朝
井
ま
か
て
先
生
に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
学
学
生
に
よ
る
司
馬
作

品
に
限
っ
た
書
評
合
戦
（
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
）
で
は
、
熱
の
こ
も
っ
た
作
品
の
紹
介

と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
投

票
に
よ
り
チ
ャ
ン
プ
本
・
準
チ
ャ
ン
プ
本

を
決
定
し
ま
し
た
。

大
阪
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
新
時

代　
安
全
、安
心
、い
の
ち
輝
く
社
会
に
」

を
、大
阪
国
際
会
議
場
で
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
1
月
9
日
に
開
催
し
、会
場

に
約
1
0
0
名
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
全
国

か
ら
約
2
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
総
合
大
学
と
し
て
の
多
様
な
視
点

と
取
組
、企
業
や
行
政
の
対
応
な
ど
多
彩

な
話
題
で
展
開
し
、コ
ロ
ナ
禍
終
息
へ
の
期

待
の
声
を
お
聴
き
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「大阪大学同窓会連合会」のご案内
各学部・研究科ごとに組織される同窓会をはじめ
各種同窓会の発展に寄与するとともに、同窓会
相互の交流、連携を推進することにより、卒業生
等の交流、親睦を図り、併せて大阪大学との連絡
を緊密にし、広く社会に貢献することを目的に
平成17年7月25日に設立されました。
総合大学のメリットを最大限に活かした「オー
ル阪大」としての人的ネットワークの構築を進
め、大学と社会との連携を強化し、大阪大学の一

層の発展と全同窓生の社会での活躍に資するた
めに次の活動を行います。

❶部局同窓会相互の交流、連携の推進
❷新たな地域同窓会及び職域同窓会などの
　各種同窓会設立の支援
❸卒業生等と大阪大学との連携の促進
❹その他、本会の目的に沿った事業活動

氏 名： 阪 大 太 郎

入会年：2021

上・ライブ配信時のビブリオバト
ルの様子／下・ビブリオバトルに
参加した学生5名

右・外国学研究講
義棟／中・25言語
の格言等を刻んだ
石板（1階エントラ
ンス）／左上・光と
平和の広場（5階）
／左下・学生交流
スペース（6階）

箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生

2
0
2
1
年
4
月
1
日
、箕
面
市
船
場
地
区
に
箕

面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誕
生
し
ま
す
。新
た
な
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
」と
い
う
大

阪
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
拠
点
」と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
25
専
攻

語
を
中
心
に
、世
界
の
言
語
を
基
底
と
す
る
地
域
研

究
の
集
積
拠
点
と
な
り
、高
度
な
専
門
的
知
識
と
幅

広
い
学
識
を
身
に
つ
け
た
学
生
を
育
て
ま
す
。ま
た
、

外
国
人
留
学
生
に
向
け
て
は
、深
化
し
た
日
本
語・日

本
文
化
教
育
を
行
い
ま
す
。

外
国
学
研
究
講
義
棟
5
階・
6
階
に
は
学
生
交
流

ス
ペ
ー
ス
、7
階
に
は
テ
ラ
ス
、屋
外
に
は
ピ
ロ
テ
ィ

や
広
場
が
あ
る
な
ど
、開
放
的
で
オ
ー
プ
ン
な
つ
く

り
は
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

外
国
学
研
究
講
義
棟
の
隣
に
は
学
寮「
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
レ
ッ
ジ
箕
面
船
場
」が
整
備
さ
れ
、箕
面
市
の
複

合
公
共
施
設
と
し
て
新
た
な
図
書
館
と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
文
化
芸
能
劇
場
も
誕
生
し
ま
す
。特
に
図

書
館
は
、大
学
図
書
館
と
市
立
図
書
館
と
を
大
学
が

一
体
的
に
管
理
運
営
す
る
と
い
う
世
界
的
に
も
類
を

見
な
い
先
進
的
な
運
営
方
式
を
と
る
こ
と
で
、注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。学
生・教
職
員
と
市
民
に
向
け
た

新
た
な
環
境
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、大
阪
大
学
と
地
域
社
会
と
の
共

創
を
象
徴
す
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

詳細はこちら

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/oumode/minohnewcampus
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大阪大学に関わる全ての皆さまを応援する「便利∩
楽しい∩イノベーティブ！」な大阪大学オリジナル公
式アプリです。卒業生・受験生など学外の方にもお使
いいただけます！阪大生のあり・をり・はべり・いま
そかりマガジン『まちかねっ！』など、
コンテンツが盛りだくさ
ん！無料でお使いいただ
けるマイハンダイアプリ
をぜひダウンロードくだ
さい！

大阪大学・大阪外国語大学を卒業・修了された方に、
生涯使えるメールアドレス 「XXXX＠alumni.osaka-u.
ac.jp」を提供しています。マイクロソフト社の正式ラ
イセンスに基づいて発行される、安心安全のアカウン
トです。このアドレスにはメールマガジ
ン【OUMail News】をはじめ、大阪大学
の最新のニュースやイベント案内などの
情報をお送りしています。末永くご活用
ください。

オンライン交流会では、世代を限
定した「世代別交流会」と阪大ファ
ミリー全体を対象とした「全体交流
会」を開催しました。阪大の思い出
などを語り合って交流を深め、参加
者からは、「有意義な時間となった」
「良い刺激になった」などの感想があ
りました。

T O P I C S

大阪大学の懐かしの学食を振り返る！ 初のオンライン開催！ 

「大阪大学ホームカミングウイーク２０２０ 
～大阪大学の集い＠オンライン～」

「東洋のノーベル賞」を受賞！！ 

岸本忠三特任教授が 
Tang Prize（唐奨）を受賞しました

2020年11月28日（土）～12月5日
（土）の期間で、「大阪大学ホームカミ
ングウィーク2020 ～大阪大学の集い
＠オンライン～」を開催しました。
このイベントは、大阪大学・大阪

外国語大学の卒業生、教職員OB・
OGの方など、阪大ファミリーが集
うイベント「ホームカミングデイ」
「大阪大学の集い」を、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止のため、

大阪大学免疫学フロンティア研究
センターの岸本忠三特任教授（元大
阪大学総長　同窓会連合会会長）が、
台湾のTang Prize 2020（バイオ・
医薬分野）の受賞者に選ばれました。
別名「東洋のノーベル賞」とも呼

ばれるTang Prize（唐奨）は、2012
年に台湾のルエンテックスグループ
の会長であるサミュエル・イン博士
によって設立されました。Tang 

オンラインに変えて初開催したもの
です。
開催期間中は、特設ウェブサイト

での動画配信およびZoomを用いた
オンラインでの交流会を行いました。
動画配信企画では、『大阪大学の近

況報告』『ご挨拶』『卒業生を交えた
トークセッション』『阪大における
「Withコロナ」』『阪大生の今』をお
届けしました。

キャンパスライフに学食は欠か
せません。食堂で友達と楽しく食
事をしたことも学生時代の良い思
い出ではないでしょうか。本コラ
ムでは大阪大学の懐かしの学食を
振り返ります。
現在も大学生協で提供されてい
るササミチーズカツは昔からの定
番メニューで、サクッとした食感
の後に広がるササミとチーズの味

わいが絶品です。
和風ラーメンは現在では閉店し

てしまったDonDon（豊中）で提
供されていた人気メニューです。う
どんだしのつゆ、通常の中華麺に
かき揚げ・わかめ・ネギをトッピ
ング。提供を止めてしまった際は、
利用者から復活を望む声がたくさ
ん寄せられたそうです。
今回ご紹介したメニューはほん

の一部です。皆
様それぞれの好
きだった学食に
思いを馳せてみ
てはいかがで
しょうか。

阪大名物「天津麻婆丼」の
レシピ公開中！ぜひお家
で作ってみてください！

詳細はこちら

卒業生を交えたトークセッション 上： 世代別交流会　下： 全体交流会

阪大生協フードサービスの
ツイートはこちら

DonDon（豊中）で提供していた和風ラーメン大学生協の定番商品ササミチーズカツ

岸本忠三特任教授

Prize は4つの分野が設定されており、
その一つが今回の岸本特任教授の受
賞対象になった「バイオ・医薬」の
分野です。
岸本特任教授は、1980年代に関節
リウマチなど数々の炎症反応におい
て重要な役割を果たすタンパク質イ
ンターロイキン6 (IL-6) を発見し、さ
らに IL-6を阻害する抗体医薬品トシ
リズマブの開発につなげました。世

界中に蔓延する新型コロナウイルス
感染性肺炎の重症化には、この IL-6
が関与しており、益々注目を浴びて
います。
岸本特任教授は基礎研究から臨床

医学まで幅広い貢献をしたことが評
価されました。今回は、いずれも炎
症性サイトカインを発見し、製薬に
貢献した英米の科学者との共同受賞
です。

マイハンダイアプリ 「OUMail」生涯メールアドレス
～メールマガジンも届きます！～

詳細・申込方法は
こちら詳細はこちら 阪大「ワニ博士」休み時間の頃

  Twitter で話題！
天津麻婆丼の作り方

プチコ
ラム

国立大学法人
大阪大学／

三井住友VISAカード

詳細はこちら

大阪大学と大阪外国語大学の卒業生、教職員、教職員OB・OGだけ
が持つことのできる、「大阪大学ファミリー」の証です。オリジナ
ルデザインのカードフェイスは、学章などのシンボルマークをかた
どった上品なモノグラム柄。大阪大学のオリジナルデザインが魅力
です。ホテル、飲食店、芸術・文化施設などで優待サービスを受け
られる大阪大学カードオリジナル特典あり！

入会のお申し込みは大阪大学ホームページから　https://www.osaka-u.ac.jp/sp/oucard/

大阪大学カード入会のご案内

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/news/event/online_event/online
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/MyHandai_app
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail
https://www.osaka-u.ac.jp/sp/oucard/


2021年、大阪大学創立90周年、大阪外国語大学創立100周年となる記念すべき年を迎えました。
大阪大学では、「想い つなげる つむぎあう」をスローガンにさまざまな記念事業を計画しております。

社学共創、アート、産学共創のグローバル発信拠点形成を
目指した中之島センターの大規模改修・機能強化

文化・芸術・学術・技術、四つの知の交差点

主な一般公開イベント

記念事業募金についての
ご連絡・お問い合わせ先

大阪大学 未来基金事務局
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-8

TEL 06-6879-8327　FAX 06-6105-5982
E-mail kikin@office.osaka-u.ac.jp

これまでの100年を礎に、次の100年に向けて

市民との日常的な交流空間となる「都市型キャンパス」の
箕面新キャンパスに、大阪外国語大学創立100周年を記念
したホールの開設

大阪大学創立90周年
大阪外国語大学創立100周年記念事業

中之島キャンパス再開発事業
「中之島アゴラ構想」

箕面新キャンパス整備事業
「大阪外国語大学記念ホール」

※この他にもイベントを予
定していますので、詳細等
は記念事業サイトをご覧く
ださい。
　なお、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大状況
によっては、各イベント計
画が変更となる場合がござ
いますので、事前に各イベ
ント担当部署にご確認願い
ます。

大阪外国語大学記念ホール

記念事業サイト

発行月／2021年3月
編集・発行／国立大学法人 大阪大学共創推進部社会連携課卒業生・渉外係

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-8　 TEL 06-6879-7197

事業名 開催日（予定） 場所（予定）

総合学術博物館
大学創立周年記念展
「街に生きる学問
－学都大阪の礎･つなぎあう想い－」

4月27日（火）～8月10日（火） 総合学術博物館待兼山修学館

語劇祭 7月10日（土）～11日（日） 箕面市立文化芸能劇場（小ホール）
又は箕面新キャンパス研究講義棟

箕面新キャンパス竣工・開学
記念シンポジウム（仮称） 11月14日（日）

箕面市立文化芸能劇場（大ホール）
司馬遼太郎記念学術講演会 同上

大学祭シリーズ

いちょう祭
夏まつり
まちかね祭
中之島祭

4月30日（金）～5月1日（土）
7月10日（土）～11日（日）
11月5日（金）～7日（日）
12月5日（日）

豊中・吹田・箕面新キャンパス
箕面新キャンパス
豊中キャンパス
吹田キャンパス

※7月10日（土）～11日（日）は、箕面新キャンパス開学記念イベント「箕面国際フェスティバル」を開催予定

これら記念事業の成功を目指し、大阪大学は学内外にむけて募金活動を行っております。
皆様方のご支援を心よりお願い申し上げます。

記念事業
募金サイトは
こちらから

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/anniversary2021
https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/1/
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